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アジェンダ２１すいた 

 

総会 

アジェンダ２１すいた定時総会を開催しました。（議事概要） 

 

平成２７年度アジェンダ２１すいた定時総会 議事概要 

１ 日時：平成２８年７月９日（土）午後１時～午後３時 

２ 場所：千里山コミュニティセンター 多目的ホール 

３ 正会員の現在数 ６９人 

４ 出席者数 ６８名 

（内訳 本人出席者３０名 書面評決者２０名 評決委任者１８名） 

５ 審議事項 

・第１号議案 平成２７年度事業活動報告承認の件 

・第２号議案 平成２７年度収支決算書承認の件 

・平成２７年度事業活動報告及び決算書に関する監査報告 

・第３号議案 平成２８年度事業活動計画承認の件 

・第４号議案 平成２８年度収支予算所承認の件 

６ 議事の経過の概要及び議決の結果 

・定時総会開会 

伊藤氏を司会進行役として、総会が開会した。 

・開会のあいさつ 

三輪代表があいさつを行った。 

環境部長 今川氏があいさつを行った。 

・出席者の確認 

司会進行より出席状況（内訳 本人出席者３０名 書面評決者２０名 評決委任者１８

名）が報告され、総会成立宣言が行われた。 

・議事 

司会一任により、福井氏を議長に選任し、議事に入った。 

議長より議事録署名人として荒堀氏を指名した。 

議長の進行により、下記のとおり、議案審議を行った。 

（１）第 1 号議案「平成 27 年度事業活動報告承認の件」・第 2 号議案「平成 27 年度収支決算書承認の

件」について一括審議といたします。第 1号議案は三輪代表から、第 2号議案は水川副代表から提案を

行った。 

米田監事の代理人である株式会社リコージャパンの尾崎氏が、平成 27 年度事業活動報告及び決算書に

関する監査報告を行った。 

第１号議案及び第２号議案について、議長が決議を求めたところ、以下の質疑が行われた。 
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質疑応答 

【議長】ただいま、三輪代表ならびに水川副代表から提案説明、尾崎さんから監査報告がございました。 

いかがでしょうか。ご発言の際は、挙手をしていただいてお名前をおっしゃってから、3分以内で発言 

をお願いいたします。 

【A さん】3 年前からアジェンダ 21 すいたが力を入れてこられたフラグシッププロジェクト「歩きたく

なるまちづくり」についてお伺いします。3 年間続けてこられたなかで課題が見つかり、来年度は、そ

の課題について取り組むということですが、課題についての説明が議案書のなかで具体的に書かれてい

ません。どのような課題が見つかったのかご説明ください。 

【代表】失礼いたしました。3 回行いましたフラグシッププロジェクト「歩きたくなるまちづくり」で

すが、参加者数は増加しているものの、大きな伸びを示さなければ影響力が少ないだろうと思っていま

す。ましてや、このような実践型やイベント型では参加者数が課題です。 

また、もともと、本プロジェクトは、「交通に使うエネルギーを削減する」という啓発を主旨としてい

ました。しかし、次第に、歩くことに集中してきてしまっているのではないかと思います。その点を洗

い直して、どのように啓発するか議論していきたいです。つまり、主旨に立ち戻ろうということです。 

第 1 号議案及び第 2 号議案について、議長が議決を求めたところ、全員異議無く、原案どおり承認可決

した。 

（２）第 3 号議案「平成 28 年度事業活動計画承認の件」及び第 4 号議案「平成 28 年度収支予算承認の

件」について一括審議とします。第 3 号議案については三輪代表、第 4 号議案については水川副代表か

ら提案説明を行った。議長がこれを議場に諮ったところ以下の質問が行われた。 

質疑応答 

【Bさん】意見を申し上げるのは失礼ですが、発言させていただきます。 

実績報告、計画と大切なことを考えてくださっていて、市民が喜んで生活できる街づくりをしていただ

きありがたく思っております。 

今年度の報告をお伺いしており、お金について少し気がかりがございました。今年度、会費収入は、個

人会員を 60％増やす、団体を 40％増やす計画になっています。また、平成 27 年度は、繰越金 16 万円

を使い切ってしまうという大変な事情であることがわかりました。組織体ですから、組織運営に対して

いろいろ課題があると思います。そこで、今年度、どのように取り組むのか方向性をお聞かせください。

また、組織運営に関してもお話をお聞かせください。 

【代表】ありがとうございます。その通りでございます。いわば、アジェンダ 21 すいたは、市負担金

を中心に動いておりますので、繰越金を切り崩しながらここまで事業を行ってきたといえるのではない

でしょうか。そのなかで、活動もやりくりしながら動いてきましたので、今後は、予算をさらに節約し

ながら使っていくことを考える必要があると思います。 

しかし、新たな企画なども考えていかなければならないため、最近の幹事会で議論しています。ただ、

収入が減れば、活動が衰退するというのは辛いことです。このことは、幹事会を中心に何か策を練って

いかなければならないと考えています。 

あとは、個人的な見解ですが、アジェンダ 21 すいたは 3 者協働ですが、まだ事業者のみなさまの参画

について、いくぶん努力が足りなかったと反省しています。たとえば、事業者が参画して Win-Winとな

るメニューを整えていくことができるのではないかと思います。他にも、国や府や市のさまざまな利点

のある制度を活用できる情報発信であるとか、事業者が知りたい地球温暖化防止の講演会やツールを紹

介していくなどもできるのではないかと考えています。 
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経済的に行き詰っていますので、今年度一年検討して、皆さまに安心してもらえるような進め方をした

いです。 

【A さん】平成 28 年度収支予算と昨年度の決算額を比較しました。平成 28 年度収支予算によると、来

年の定時総会の予算は 65,000円ですが、昨年度は定時総会の予算を 50,000円として、決算額は 15,000

円程度です。そうすると、もし予算を決算額に基づいたものにしたなら、予備費に 50,000 円充てるこ

とができます。 

平成 28 年度収支予算に、予備費がほとんど計上されていないのは、おかしいのではないでしょうか。

切りつめた予算を算出して、予備費に余裕をもたせることで、他の事業を応援できると思います。たと

えば、今年度、すいたエコツアーは当初予算が 70,000 円で、実際は、予算の 2 倍以上支出が計上され

ているので、予備費がないと実行できなかったのではないのでしょうか。 

また、会員を 50％増やすというのは厳しいことだと思います。そのうえ、会員数が増加したとしても、

個人会費が 1000円のため、大幅な収入の増加も見込めないのではないかと懸念しています。 

【代表】ありがとうございます。非常にごもっともなご意見です。収支決算の問題について、取り組み 

方があまいことを自覚しております。ご意見いただきましたことを受け止めて、今年一年は、しっかり 

と進めていきたいと思っております。運営体制もしっかりしていきますので、ここではご承認いただけ 

ればと思います。 

【事務局】事務局から、会員数の件で少しご説明をいたします。会費収入が個人 38名で、平成 28年度

収支予算の会費収入における個人会員数を 60 名としていますので、目標が 2 倍であると理解している

方もおられると思いますが、現時点で、実際に、正会員は 69名です。平成 27年度収支決算書では、会

費の決算は 38名ですが、5月末が会計の締切りで、それ以降に会費の督促をするという年度をまたがっ

た事務処理をしています。現在、会費を順次いただいている状況ですので、会費の予算が 60 名という

のは、実態に合わした数字を計上しています。 

【C さん】会費についてですが、年度がまたがっていることが原因なのでしょうか。会費を増やすため

に、大きな方策を考えているのでしょうか。 

また、アジェンダ 21すいたが設立されて 10年が経ち、事業を見直したはずですが、部会事業や全体事

業にしても小さなことを繰り返しているだけで、今後 10 年間どのように進めていきたいのかわかりま

せん。10年間の評価がきっちり行われていないからではないでしょうか。それをやり直してほしいと思

います。 

わたしは、交通部会にいたのですが、在籍当時から他部会が何をしているのかよく分かりませんでした。

また、アジェンダ 21 すいたの今後の課題について、議案書を見ても分かりませんでしたので教えてく

ださい。 

交通部会の課題について、資料を作成しましたのでご参照ください。このような資料を各部会で作成さ

れたらいいのではないでしょうか。 

それから、エコプレスですが、発行の意義が分かりません。当初は、アジェンダ 21 すいたが関係して

いる記事でしたが、いまは、大学の授業でしているものをただ私たちが読んでいるだけのように思いま

す。エコプレスがどのように役立っているのか、もう一度見直してください。以上について、幹事会で

話し合ってください。 

【代表】おっしゃる通りかと思います。幹事会のなかで、ここ数年、過去 10年を振り返って大きく変 

えていかなければならないことを検討してきました。その結果、実施されたものがフラグシッププロジ 

ェクト「歩きたくなるまちづくり」です。なぜなら、アジェンダ 21すいたの存在からすると、市内に 
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大きく存在を示していくという使命を担っているからです。そういう意味で、フラグシッププロジェク 

ト「歩きたくなるまちづくり」を中心にして、われわれは前進していかなければなりません。  

また、新たな取り組みとして、CO2ダイエット学校版プロジェクト「すいたんのエコライフチェック（CO2

ダイエット学校版）」、今年度から始めます地球温暖化問題プロジェクト「すいた地球温暖化防止実践デ

ー」が挙げられます。各部会で行われていることの精査は、継続して行う必要があると思います。 

エコプレスについても、幹事会で議論させていただきたいと思います。 

感想になりますが、アジェンダ 21 すいたが 10 年前に 3 者協働で設定したアジェンダ 21 すいたの計画

があります。その計画をもとに、実際に事業を行ってみてできたこと、できなかったことについて考え

ますと、プロジェクトを立ち上げて、それが定着して世の中に残っていくのは、非常に難しいことだと

アジェンダ 21 すいたの代表として感じています。良い事業ではないかと思って実施したものが、各方

面からの参画が少なかったり、諸機関との調整がうまくいかなかったりすることがございます。そして、

計画を実施していくなかで、「実際にできたこと・できなかったこと」は確かにありました。そして、

このような反省点は、会議などにおいては話が上がっていますが、PDCAサイクルとして紙面化されてい

ないのも事実ですので、精査していきたいと思います。 

【B さん】ありがとうございました。さきほど、ご質問させていただきましたのは、会員数を増やすた

めに、何か私ができることはあるのかお伺いさせていただきたかったからです。 

第３号議案及び第４号議案について議長が議決を求めたところ、全員異議なく、原案どおり承認可決し 

た。また、任期途中での役員交代があったため、三輪代表が報告した。 

【代表】大阪ガス株式会社北東部リビング営業部の松本氏から同社の荒堀氏に変わります。また、大学

は 1年任期で交代ですので、大阪学院大学の増田氏から大和大学の富田氏になります。さらに、自然部

会の伊藤氏から喜田氏に変わっていただきます。 

以上すべての審議が終了し、議長を解任した。 

 

 


